
【別添２】（様式例２） 

平成２９年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                       岐阜県立大垣南高等学校 学校番号 ２２ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学 校 教 育 目 標 

（１）生徒一人一人を大切にしたきめ細やかな教育に努める。 
（２）生徒と保護者に年間学習計画を示し、その達成に努める。 
（３）生徒が主体的に判断し、自己責任を持って行動できるようにする。 

 
 

２ 評価する領域・分野 ◇生徒指導 

３ 現状、生徒及び保護者等
を対象とするアンケートの
結果分析等 

・交通安全指導における、自転車・歩行者の交通マナー。 
・高校生としてのふさわしい服装や頭髪指導の徹底。88.8→96.1％→96.1％ 
・教育相談における、個々の生徒への適切な指導。79.8→84.9％→85.7％ 

・いじめや差別に対する厳しい対応。74.8→78.6％→80.4％ 

４ 今年度の具体的かつ明確
な重点目標 

◇自転車・歩行者の交通安全や“思いあいの心”の意識の向上。 
◇端正な身だしなみや、社会の一員としてのマナー遵守への意識向上。 
◇教育相談を中心とした、個々の生徒に応じた適切な支援への連携。 

５ 重点目標を達成するため
の校内における組織体制 

・職員が一致協力して取り組める体制を確立していく。 
・教育相談と関係外部機関、生徒指導の連携を図る。 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）様々な交通安全啓発活動を通して生徒自身
の交通マナーに対する意識の向上。 

（２）身なり・マナー指導の継続実施。 

（３）人権講話（情報モラル）の実施。 

（４）十分な生徒理解による適切な支援の実施。 

（１）交通安全啓発活動が計画どおり実施できた。 
 

（２）身なり、マナー指導を計画どおり推進できた。 

（３）適切な人権講話が実施できた。 

（４）アンケート調査の結果を分析する。 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

・安全指導 
 
・身なり・マナー指導 
 
・生徒理解・人権教育 

 

① 交通事故を減らすことができ
たか。 

② 身だしなみやマナーが向上し
たか。 

③ 生徒理解を深め、適切に支援
することができたか。 
人権意識を高めることがで
きたか。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○交通事故に対する安全への意識が高まり、違反運転者が減った。 
○スカート曲げなど、頭髪・身なりで指導される生徒が減少している。 
○スペシャルサポート事業の活用により、教育相談の充実が定着しつつある。 
▲イヤホン、スマホ利用による運転は減少しつつあるが、並進走行等による危
険への認識が甘い現状がある。（傘さし運転等はほぼ見かけなくなった） 

▲物を大切にする心を持たせたい。（拾得物の増加） 

▲総合的な学習の時間を利用した活動の場や心の教育を充実させる必要がある。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・警察との連携により、生徒が安心して安全に高校生活が送れるような環境を目指す。（未然防止啓発
活動等の充実） 

・携帯電話の依存使用や身なりの乱れを是正する、マナー遵守の意識を高める。 
・ＭＳリーダーズ等による生徒同士の呼びかけによる学びあいを大切にした指導を継続していく。 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：平成３０年１月２３日 
【意見・要望・評価等】 
・身だしなみがたいへんよく、基本的生活習慣が身についていると思う。 
・いろいろな場面での活躍が見られ、報じられている。今後も南高生であることの誇りをもって、 
マナーの向上に心掛けていただきたい。 

・人権やいじめ問題には、今年度の車椅子バスケット講演会のように、体験を通じた講演等により 
意識づけをしていけるとよい。 

・自転車の運転マナーについてはたいへん良好であると思いますが、気を緩めることがないよう継 
 続して指導していただきたい。 

 



【別添２】（様式例２） 

平成２９年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                      岐阜県立大垣南高等学校 学校番号 ２２ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学 校 教 育 目 標 
（１）生徒一人一人を大切にしたきめ細かな教育に努める。 

（２）生徒と保護者に年間学習計画を示し、その達成に努める。 

（３）生徒が主体的に判断し、自己責任を持って行動できるようにする。 

 

２ 評価する領域・分野 ◇ 進路指導 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・外部評価アンケートでは進路情報提供の機会設定などが昨年より評価さ

れた一方、適切なアドバイスに対する評価は前年並みであった。 

・各学年とも約７割近くの生徒が国公立大学への進学を希望している。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・各学年の進路計画に基づき、組織的な進路指導体制により進める。 

・キャリア教育を推進し、主体的に生き方を考える姿勢を育成する。 

・職員の進路指導研究を支援し、受験指導体制をより充実させる。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・生徒の進路実現に向けて、各学年会と協議、実状把握に努める。 

・外部講師の活用により、進路意欲の喚起に繋がる企画を計画する。 

・職員共通理解のもと、生徒が主体的な学習に向かう学習環境を整える。 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
（１）土曜開放への参加奨励と学生サポーター活用 

（２）進路計画に沿った進路講話等の充実 

（３）保護者研修会、進路講話への参加 

（１）生徒の土曜開放や補習等への積極的参加 

（２）生徒の進路講話等からの意識の向上 

（３）保護者への進路情報や機会の提供 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

・土曜開放、３年土曜補習、サテラインの活用 

学生サポーター対応、平日進学補習・夏季補習 

①・年間の実施状況 

  ・参加状況と進路意識向上 

Ａ 
Ｂ 

・学年別進路講話の実施と充実 ②実施状況と生徒の満足度 Ａ 

・保護者進路研修会や進路講話への参加 ③参加者数及び満足度 Ａ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○土曜開放等は計画通りに実施でき、特に定期考査前は参加者が多く、学生サポータ

ーの活用も効果があった。サテライン等利用生徒からは、満足度が高かった。 

○今年新たに実施した学年別の進路講話や研修会では、生徒の感想からもそれぞれ非

常に満足度の高いものばかりで、進路意識の啓発にも効果があった。 

○学習室の環境整備やＨＰへの行事報告等適切に進めることができた。 

▲学習時間や内容の向上等、継続的な学習習慣化について不十分な面が見られた。 

 

 総 合 評 価 
 

Ａ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・基礎学力定着の重要性を生徒、職員が再認識し、低学年からの正確な生徒の学力把握に加えて、進路情報 

を精選し、各学年や個の生徒の進路課題段階に沿った取組を目指す。 

・職員自身が研修を重ね、生徒や保護者への進路に関わる提供情報の精選や充実を図る。 

・新テスト等の教育改革に向けて、「思考力・判断力・表現力を問う入試への対応」、「英語４技能検定へ

の対応」、「多面的・総合的評価への対応」を検討、その流れを意識した土台作りに努める。 

 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：平成３０年１月２３日 

【意見・要望・評価等】 
・進学指導重点校事業の選定について。 
・大垣南高の進学における伝統をどう実現するのか。 
・大学入試改革にむけて入試内容が変更になる。 
・今までとは違う発想を変えていく取組を進める。 
・知識を生かして思考する力を育成し問題を解く能力を付けていく。 
・アクティブラーニング型授業を含めて１年生から変革に取り組む。 
 

 


